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掲
示
板

①
長
岡
会
場

期
６
月
15
日
㈭
、
10
月
19
日
㈭
、
令
和
６

年
２
月
15
日
㈭

会
長
岡
地
域
振
興
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会
議
室
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２
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大
会

議
室
〔
長
岡
市
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田
２
丁
目
１
７
３−

２
〕

②
新
潟
会
場

期
４
月
20
日
㈭
、
８
月
17
日
㈭
、
11
月
16

日
㈭
、
令
和
６
年
１
月
18
日
㈭

会
新
潟
県
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行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会

館
〔
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４−

１
〕

①
②
共
通
事
項

時
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
（
休
憩　

正
午
〜
午
後
１
時
）

持・
登
録
す
る
銃
砲
刀
剣
類

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が

発
行
。
審
査
会
の
前
に
所
轄
警
察
署
に

届
け
出
が
必
要
）

・
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
，３
０
０

円
を
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

※
銃
砲
刀
剣
の
移
動
は
危
険
の
な
い
よ
う

に
梱
包
し
、
盗
難
な
ど
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
３
月
市
議
会

定
例
会
の
一
般
質
問
を
放
送
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
４
月
４
日
㈫

〜
放
送
予
定
）

桑
原
圭
美
、
田
中
せ
つ
子

永
井
拓
三
、
中
沢
道
夫

鈴
木
一
、
吉
田
光
利

佐
藤
剛
、
中
沢
一
博

川
辺
き
の
い
、
牧
野
晶

目
黒
哲
也
、
寺
口
友
彦

塩
川
裕
紀
、
大
平
剛

黒
岩
揺
光
、
勝
又
貞
夫

石打地区まちづくり協議会
石打地区まちづくり協議会は、地区内のみなさんとの関わりを深め、そこから地区内のニーズを的

確に把握し、自主的にきめ細やかな事業展開に取り組んでいます。また、高齢化が進んでいる中、今
後は世代間の交流を図り、住みよい地域づくりをめざしています。活動の一部を紹介します。

問Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659
地域づくり協議会の取り組みを紹介します 〜シリーズ⑩〜

活動などの問合せ　
石打地区まちづくり協議会〔下一日市3-1〕

☎783・3295　Ｆ783・3296
ishiuchicom-center@major.ocn.ne.jp

※地域づくり協議会は、市内に活動拠点となる12
の地区センターを置き、住民主体のまちづくり
を推進するため、安心・安全な社会や美しい環
境づくりをめざした地域コミュニティ活性化事
業に取り組んでいます

岡村貢
みつぎ

翁
おう

顕彰祭
ＪＲ上越線の開通に物心とも

に尽力された岡村貢翁の功績を
語り継いでいくために、岡村貢
顕彰会から協議会が事業を継承
し、毎年９月１日に顕彰祭を開
催しています。特に上越線開通
90周年の節目だった令和４年度
は、同じく上越線の開通にご尽
力された南雲喜之七翁も称えた
盛大な式典を行いました。

特産品開発事業
令和２年度からみそづくりに取り組んでいま

す。材料は地区内で栽培した大豆、南魚沼産コ
シヒカリ十割のこうじ、天日塩のみです。また、
市内の加工事業所からご協力
をいただいたことで、原材料
から加工まで、ほぼ100%南
魚沼産の無添加みそができま
した。

今後、販売方法などを検討
していきます。
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岡村貢翁銅像


